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 今年度も前橋市のたくさんの場所で発掘調査が行われました。発掘調査では、住i

の生活の跡や、おわん・かめ・つぼなどの道具がたくさん見つかりました。見つかった
すると昔の人々がどのようにして生活していたかが分かります。

L. CLl・・ 一
女ここは西の回廊と南の回廊が交差
する廊下の曲がり角です。版築とよば
れるとてもしつかりとした床が東西方向
にのびている様子が確認できました。

I 推定中門 I 
女見つかった版築の広さが回廊の
広さよりはるかに広いので、この場
所はお寺の入り口である中門の一
部であると考えられます。
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；用語解説

l【回廊（かいろう）】 塔（とう）や金堂（こんどう）、講堂（こうどう）などを囲
lむ屋根付の廊下（ろうか）。
:r版築（はんちく）】 土留めの堰板（せきいた）の間に薄く土を盛り、棒 l
iで突き固めて層状に盛り上げる工法。中国・朝鮮半島を経由して日［
l本にもたらされたと言われている。
......................................................................................................................................................... 

女とても深い溝が見つかりました。大人を縦に3人分積み重
ねるよりも深いです。横幅も広く両側から急激に落ち込んで
いるので、もし落ちたら自分ではあがってこれません，蒼海城
の堀の可能性があります。この堀がこの辺りをぐるりと取り囲
んでいたようです。

女鉄で作られた紡錘車です。これは
繊維（せんい）を塊から糸をつむぐ道
具です。繊維の塊を軸に巻きつけ、
コマのように回転させながら繊維を
ねじって一本の糸にします。紡錘車
は土•石・骨角・木などでも作られて
います。
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↓山王廃寺伽藍配置想定図
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山王廃寺跡
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［一言プラス！
隣 これまでに山王廃寺からは「放光寺」の文l
！字が書かれた瓦や「放光」とスタンプされた i 
l瓦が多数発見されました。このことから、昔 i 
lの記録（山上碑・上野国交替実録帳）に出てl
iくる「放光寺」と同一の寺院と考えられていまl
lす。
.................................................................................................... 

元総社蒼海遺跡群(26)--(31) 

女元総社地区では、前橋市が区画整理（新

しい道路などをつくり、みんなの生活を便利
にすること）に取り組んでいます。今年度も

区画整理が行われる前に元総社地区の発

掘調査を行いました。古墳～奈良、平安時
代にかけての住居跡が

たくさん見つかりました。

総社町屋敷南遺肘

女公民館建設予定地を発掘
調査しました。宝塔山・蛇穴山
古墳の周堀と古墳時代の住
居が見つかりました。

女古墳・奈良•平安時代の住
居が見つかりました。

前橋城（南曲輪地点）

女江戸時代の前橋城の堀が見つかりま
した。

元総社地区には、奈良・
平安時代には国府（今で
いう県庁）が、室町時代
には蒼海城がありまし
た。当時の政治の中心地
でした。

女おわんの底に文字が
書かれているのが分か
りますか？

このおわんは国府で
働いていた人が使って

いたおわんだと考えら
れます。自分のものだと

分かるように印を付け
ておいたのです。



吾・土坑•溝など
：ものをよく観察

六供遺跡群No.5

女古墳時代の住居が見つかり
ました。

女住居跡から見つかった大きさ5-
Bernの小型土器（古墳時代）

堀越甲真木遺跡群No.3

女縄文時代の落とし穴が見つかり
ました。

女屋宮田遺跡

女古墳～奈良時代の住居
が見つかりました。

山王若宮w遺跡

女赤城山の南斜面にはた＜

さんの縄文時代の遺跡があ
ります。そこからはたくさん
の縄文土器が出土していま

す。古い土器ではおよそ
6000年前の土器が見つかっ
ています。

*:6世紀後半につくられたと考えられる前方後円墳です。近くの金冠塚古墳（きん
かんづかこふん）をはじめ、この地域にはたくさんの古墳があります。これから調

査を進めていけば、もっと古墳が見つかるかもしれません。

房丸桜町遺跡

女古墳•平安時代の住居が見
つかりました。

南部拠点地区遺跡群No.3-5

女平安時代の水田跡が見つかりました。

I平成21年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 I

遺跡名 所在地 主な時代

おなやみやた

女屋宮田遺跡 女屋町 古墳、奈良•平安時代

かみほそいきた

上細井北遺跡群No.2 上細井町 古墳、奈良•平安時代

さんのうはいじ

山王廃寺跡 総社町総社 奈良•平安時代

さんのうわかみや

山王若宮N遺跡 山王町 古墳時代

l-縄文 ;:~ 1=r-1 干安 1"・ 倉r室町1:{ 'エ戸 そうじゃい笠づかおおみちにし

総社稲珀家大道西遺跡

そうじゃまちやしきみなみ

総社町屋敷南遺跡

総社町総社 古墳、奈良•平安時代

総社町総社 古墳、奈良•平安時代

女As-B軽石（平安時代
に浅間山の噴火でふり
つもった小さな石）でう
もれた水田跡が見つか

りました。このあたりで
は大昔から稲作が行わ
れていたのですね。当
時の条里制（じょうりせ

い）という制度できれい
に水田が区画（くかく）さ
れている様子が分かり
ました。

篇蔀褪鷲贔く区遺跡群No.3-5 I鶴光路町、下阿内町I古墳、平安、中・近世

卑房丸まる桜さく町らま追盆跡 I房丸町 I古墳、平安時代

堀ほり越こしこ甲う真ま木き遺跡群No.3 I堀越町 I縄文時代

酌籠濯倫糾蒻茫 1大手町 I平安、近世～近代

廃髯羊f釦扁遺跡群<26)-(31)I元総社町 I古墳、奈良、平安～中世

ろ六っ供く遺跡群No.5 I六供町 I古墳、中・近世



；用語解説

l【布掘り（ぬのぽり）】 建物の基
l礎（きそ）をつくるときに布のよう
lに細長く地面を掘って、それか
lら柱穴をつくる工法。
i【1間（いつけん）】
l昔の長さの単位。1間は約1.8' 
Imとなる。1間は6尺で、 1尺は
l約30cmとなる。
, ........................................................................ ! 

山王廃寺の北東の調査区で見つかった建物の柱穴です。この穴に柱を
立てて、建物を組み立てました。広さは3間X3間（およそ6mX6m)で、畳
18枚分です。
この穴は「布掘り（ぬのぼり）」という大変めずらしい工法でつくられてい
ます。また、柱がたくさん使われる総柱の建物であることから、食糧を保存
する倉庫と言えます。山王廃寺よりも古い時期のものであったと考えられて
います。

女柱をしっかりと立てるために柱穴の
下に石が謹かれています。今回の調査
では石の代わりに瓦を置いた柱穴も見
つかりました。

r
 

一言プラス！ ほったてばしらたてもの

《掘立柱建物について》

女2間X3間の掘立柱建物の想像図

臼
女掘立柱建物の歴史は縄文時代から始まります。
人々は竪穴式住居で生活していましたが、掘立柱建
物は集落の中心的な建物としてつくられ、祭壇（さい 、----------------------------------------

だん）や見張り台のような使われ方をしていたと考えられています。
弥生時代には見張り台の役割に加え、食糧をしまっておく倉庫としての役割が加わりまし
た。ネズミ返しがついている高床式倉庫の図は見たことありますよね。左の図は弥生時代の
掘立柱建物の想像図です。
古墳時代に入ると、掘立柱建物は豪族の力を示すものとして積極的に利用されました。い
わゆる豪族居館（ごうぞくきょかん）です。ここでは豪族が生活するだけでなく、政治を行う役所
としての使われ方もしました。古墳から発見された埴輪（はにわ）には建物の形をした家形埴
輪（いえがたはにわ）があり、それを調べると当時の建物の様子がよく分かります。

女柱穴の断面
図。石の上に柱
を乗せ、その周
りを土でしっかり
と固めました。

1 国史跡「山王廃寺跡」の調査について I 

山王廃寺（さんのうはいじ）は前橋市総社町に所在し、 7世紀後半に建てられた、古代東国では最古級の寺院跡です。平成20年3月には国
史跡の追加指定を受け、史跡名も「山王塔址」から「山王廃寺跡」に変更されました。

前橋市教育委員会では、平成18年度から5カ年計画で山王廃寺の発掘調査を行っています。この調査では、寺院の諸施設やその周りの様
子について、さらに詳しく調べることを目的としています。

今年度は第4年次の調査として、南回廊・中門と周辺地域の調査を行いました。
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